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Das Einfamilienhaus, drei erwachsene Kinder und seine Ehefrau lässt er 
zurück, in der Hoffnung, dass sie ihm folgen wird, wenn alles gut geht. (Mei-
ster im Export, S.1)





























Im Juni regnet es viel.　６月はよく雨が降る。
この文ではまず「６月に」をテーマとして提示しています。そして「雨が
よく降る」というレーマを述べます。Es regnet viel im Juni.「雨はよく











































あるのに対して，ich trinke（私は飲む），sie trinken（彼らは飲む），er trank
（彼は飲んだ）などは定動詞である。
　これに対して「定動詞を補ったり，または定動詞と密接なつながりをもって








1） Ich habe das Buch schon gelesen.
 　 　　　　　　　　　　　　　　　過去分詞
　　その本は私はすでに読んだ。






3） Ich  /  wohne  /  jetzt  /  mit meiner Schwester  /  in Berlin.
　　私は今姉と一緒にベルリンに住んでいる。
　定動詞と定動詞要素は，文成分を統合する中核であることから，文成分に含






いう立場をとることとする。そこで 3）では，Ich ／ jetzt ／ mit meiner 
Schwester ／ in Berlin がそれぞれ文成分である。
　要は，文は単語を直接集積してではなく，文成分の集まりとしてできあがっ
ているということである。
 2. 1. 1.　定動詞・定動詞要素と枠構造
　定動詞要素は通常文末に置かれ，定動詞と共に形成される枠組を枠構造と呼
ぶ。清野は 2.1.2.～2.1.5. の四種類を挙げている（清野，p.p. 46-49）。
　枠構造を把握することは，5. で見るように，長文への対処にとって重要な手
掛りとなる。
 2. 1. 2.　助動詞と本動詞の結合
　1）'，2）' では，完了の助動詞や話法の助動詞を定動詞とし，過去分詞や不定
形を定動詞要素として枠構造が形成されている。
1）' Ich　habe　das Buch schon　gelesen.
　　　　　　 　　　　　　　　　　　定動詞要素（過去分詞）
　　　　　└────枠構造────┘
2）' Er　kann　sehr gut Italienisch　sprechen.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定動詞要素（不定形）
　　　　　└─────枠構造─────┘
 2. 1. 3.　動詞と自立性のない目的語や副詞的成分の結合
4） Ich fahre jeden Tag Auto.
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　　私は毎日車を運転する。




 2. 1. 4.　動詞と方向規定句の結合
5） Ich gehe jeden Tag in die Stadt.
　　私は毎日町へ行く。
　ドイツ語では定動詞と方向規定句の結び付きが突出して強く（清野，p. 48），
こうした場合もいわば〈in die Stadt gehen〉という一まとまりの動詞となっ
ている。
 2. 1. 5.　コピュラ動詞と述語句
　コピュラ動詞とは「『A は B である』というように，主語と述語をイコール
の関係で結び付けるような動詞」（清野，p. 49）である。seinを典型とし，そ
のほかに werden（～になる），bleiben（～にとどまる）もこれに含まれる。
　このように〈A （主語） ist （wird, bleibt） B 〉という関係が成り立つ場合に，
B を述語内容語という。これにはさらに，6）の Ärztin のような述語名詞と 7）
の jung のような述語形容詞の二種類がある。述語内容語は英文法の〈補語〉
に相当する。なお述語名詞は主語と同様に１格である。



















ある。直説法現在の場合，語尾は次のようになる：ich: -e, du: -st, er: -t, wir: 
-en, ihr: -t, sie: -en, Sie: -en. しかしこれらの語尾で終わる語は定動詞以外にも多
い。
　主語についても事情は同様である。主語は１格である。そこで定冠詞の場合，
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9）' Oft spiele ich mit meinen Freunden Tennis.
 　 ①　　 ②　　③
　　よく私は友人たちとテニスをする。
9）'' Mit meinen Freunden spiele ich oft Tennis.
　　　　　　　　　①　　　　　　　②　　③
　　友人たちと，私はよくテニスをする。
9）''' Tennis spiele ich oft mit meinen Freunden.
  　　①　　　②　　③
　　テニスを私はよく友人たちとする。
1）'' Das Buch habe ich schon gelesen.
  　　 ①　　　　②　 ③　　　　　過去分詞
　　その本は私はすでに読んだ。
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10） Wohin gehen Sie so spät?




























12） Er muss morgen das Referat abgeben. Deshalb kommt er heute nicht zur Party.
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　 ②　　③
　　 彼は明日レポートを提出しなければならない。だから，彼は今日パー
ティーに来ない。
 3. 2. 3.　従属接続詞と語順
　これについては，〈3.3.1. 従属接続詞による場合〉を参照のこと。
 3. 3.　定動詞が文末の場合





　13）では，Wir bleiben heute zu Hause,（私たちは家にいる）が主文であり，
従属接続詞 weil によって導かれる weil das Wetter schlecht ist.（なぜならば
天気がわるいので）が副文である。副文では，定動詞は文末に置かれる。これ




13） Wir bleiben heute zu Hause, weil das Wetter schlecht ist.
　　 └────主文────┘　　 └──副文（従属文）──┘
　　私たちは今日家にいる，なぜならば天気が悪いので。

























14） Ich habe nicht gewusst, dass er heute kommt.
　　└───主文───┘　　 └──副文──┘
　　私は知らなかった，彼が今日来るということを。
14）' Dass er heute kommt, habe ich nichit gewusst.
　　 └──副文──┘　　└───主文───┘
　　彼が今日来るということを，私は知らなかった。
 3. 3. 2.　疑問詞による場合
　疑問詞は疑問文のみならず，従属接続詞に準じて，副文を主文に従属させる
場合にも用いられる。この場合も定動詞は文末に置かれる。
15） Ich weiss nicht, warum sie jeden Sonntag nach Tokio fährt.
　　└─主文─┘　　└───────副文───────┘
　　私は知らない，なぜ彼女が日曜日ごとに東京に行くのかを。
15）' Warum sie jeden Sonntag nach Tokio fährt, weiss ich nicht,
　　　└───────副文───────┘　　└─主文─┘
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　　なぜ彼女が日曜日ごとに東京に行くのかを，私は知らない。




16） Das ist der Wein, den ich oft trinke.
　　これはぶどう酒である，それを私はよく飲む。
17） Wer reich ist, ist nicht immer glücklich.
　　富める者が常に幸福であるわけではない。
　Wer reich ist という関係文は，Wer から glücklich までの文全体の中で，主
語として機能している。
18） Was er sagt, ignorieren die Leute oft.
　　彼が言うことを，人々は無視する，しばしば。
　Was er sagt という関係文は，Was から oft までの文全体の中で，ignorieren
の目的語として機能している。







 3. 4. 1.　決定疑問文の場合
　決定疑問文とは，ja か nein で答える疑問文である。
20） Wohnen Sie in Bonn?
　　あなたはボンにお住まいですか。
　　Ja, ich wohne in Bonn.      Nein, ich wohne in Frankfurt.
　　はい，私はボンに住んでいます。　 いいえ，私はフランクフルトに住んで
います。
 3. 4. 2.　命令文の場合
21） Gib mir ein Glas Wasser!
　　水を一杯くれ。
22） Geben Sie mir bitte ein Glas Wasser!
　　水を一杯ください。
 3. 4. 3.　wenn の省略の場合
23） Ist das Wetter schön, gehen wir spazieren.
　　天気が良いときには，私たちは散歩します。
←　23）' Wenn das Wetter schön ist, gehen wir spazieren.



































  （sein＋場所の移動・状態の変化を表す自動詞，sein，bleiben の過去分詞）




















  （sein ＋ haben 支配の動詞の過去分詞）








  （sein ＋ haben 支配の動詞の過去分詞 ＋ worden）









⑥　いわゆる〈sein ＋ zu 不定詞　構文〉
29） Die Tür ist leicht zu öffnen.
　　　　 Ｓ　　 ＝　　　　 zu　不定詞
　　その扉は簡単に開く（開けられる）。
　　←　その扉は，簡単に開く（という方向を向いた状態）である。

















 4. 2.　 werden と定動詞要素




①　S ＋ werden ＋述語名詞
31） Er wird Arzt.
　　　Ｓ　 ⇒　述語名詞
　　彼は医者になる。
②　S ＋ werden ＋述語形容詞





  （S ＋ werden ＋ 不定形）







  （S ＋ würde ＋ 不定形）
34） Ich würde ein neues Auto kaufen, wenn ich viel Geld hätte.
 　　Ｓ　　 ⇒　　　　　　　　　　　 不定形
   私は新しい車を買うのだが（!），もしお金をたくさん持っていれば（しか
しお金がないので買えない）。
  ←　 私は車を買う（という状態）になるであろう，もしお金をたくさん
持っていれば。
⑤　いわゆる〈動作受動〉
  （S ＋ werden ＋ haben 支配の動詞の過去分詞）



















ている。これに対してドイツ語では，sein による〈Bei mir ist Arbeit〉という
表現は通常用いられず，これに代わって haben と４格目的語が用いられる。
　haben を定動詞とする文の４格目的語は 　　 で表す。
38） Ich habe Arbeit.
　　私は仕事を持っている。











と haben の共通性がよく理解できるのではないでしょうか（関口，p. 10）。
　こうした haben と sein の関係の背後にあるのはつぎのような事情である。









p. 71）かのように擬して表す動詞である。ここでは両者の関係を仮に〈 П 〉
で表すこととする。
①　haben ＋４格目的語





  a（haben ＋ 過去分詞）
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  b（haben ＋４格目的語 ＋ 過去分詞）












④　いわゆる〈haben ＋ zu 不定詞 構文〉
42） Er hat das Buch bis morgen zu lesen.





















43） Ich bin gestern in die Stadt gefahren, aber heute bleibe ich zu Hause.
　　私は昨日は町に出かけたが，今日は自宅にいる。
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43）' Ich bin gestern in die Stadt gefahren. Aber heute bleibe ich zu Hause.




























44） Großfamilien werden zur Ausnahme: Gerade mal jede zwölfte Akademi-
kerin hat drei oder mehr Kinder. Eine Ursache ist , dass viele 
Hochschulabsolventinnen erst schwanger werden wollen, wenn sie eine 
sichere berufliche Position erreicht oder ausreichend Berufserfahrung gesam-





















① Großfamilien werden zur Ausnahme: ／ ② Gerade mal jede zwölfte Aka-
demikerin hat drei oder mehr Kinder. ／ ③ Eine Ursache ist, ／ ④ dass viele 
Hochschulabsolventinnen erst schwanger werden wollen, ／ ⑤ wenn sie eine 






　③の ist の定動詞要素は④の dass に導かれる従属文であり，その定動詞
wollen の定動詞要素は schwanger werden（妊娠状態となる）である。副文な
のでこのような語順となる。また⑥の文末の haben は，⑤の erreicht と⑥の
gesammelt という二つの定動詞要素の定動詞を掛持ちしている。⑤と⑥は次
のような二文を一文にまとめたものである。
～, wenn sie eine sichere berufliche Position erreicht (haben), oder (wenn sie) 
ausreichend Berufserfahrung gesammelt haben.
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45） Oberkellner Lars Hentschel arbeitet seit 20 Jahren im feinen Hamburger 
„Hotel Atlantic“. Im Interview spricht er über nationale Klischees und erzählt 
von seinen interessantesten Gästen.　(Von Beruf Edel-Kellner S. 1)










① Oberkellner Lars Hentschel arbeitet seit 20 Jahren im feinen Hamburger 
„Hotel Atlantic“. ／ ② Im Interview spricht er über nationale Klischees ／ ③
und (er) erzählt von seinen interessantesten Gästen.
　プンクト以外の切れ目は③の und の前である。②の主語である er は定動詞
spricht のみならず，③の定動詞である erzählt の主語も兼務しており，次のよ
うな二文が und によって一文に結合されている。
Im Interview spricht er über nationale Klischees. Und (er) erzählt von seinen 
interessantesten Gästen.
　このように，複数の文がしばしば und や oder によって一文にまとめられ，
定動詞や主語の繰り返しが回避されていることがある。そこで重要なのが，文
中に潜んでいる等位接続詞，とりわけundと oderの発見に努めることである。
コンマは und の前には置かれず，oder の前には置かれないことがしばしばあ
















46） Gegen halb acht Uhr abends rief mich ein Freund an, der die Nach-
richten im Deutschlandfunk gehört hatte. Ich selbst war gerade auf dem 
Sprung, denn um acht war ich mit dem ehemaligen Kanzleramtsminister von 
Willy Brandt, Horst Ehmke, zu einem Essen mit einigen französischen Jour-
nalisten verabredet. Ich habe Ehmke sofort davon erzählt und seine spontane 
Reakion war: Damit hat Willy Brandts Entspannungspolitik gesiegt. („Der 
Mauerfall ist Teil meiner Biografie“ S. 1）
助言
　切れ目が分からなければ，定動詞と定動詞要素，主語を手掛かりとして，ど







① Gegen halb acht Uhr abends rief mich ein Freund an, ／ ② der die Nach-
richten im Deutschlandfunk gehört hatte. ／ ③ Ich selbst war gerade auf 
dem Sprung, ／ ④ denn um acht war ich mit dem ehemaligen Kan-
zleramtsminister von Willy Brandt, Horst Ehmke, zu einem Essen mit einigen 
französischen Journalisten verabredet. ／ ⑤ Ich habe Ehmke sofort davon 











　①では定動詞 rief と主語 ein Freund の間に mich という代名詞が挿入され
ている。また③でも〈私自身は〉という内容を表現するために，主語 ich に



















Deutschland is(s)t zu fett
47） Die Bundesregierung will dem Übergewicht der Bürger stärker zu Leibe 
rücken und Deutschland wieder in Form bringen. Ein bundesweiter Aktions-
plan für gesunde Ernährung und mehr Bewegung mit dem Titel „in Form“ 
soll in Schulen, Kindergärten, Kantinen, Sportvereinen und Seniorenheimen 
die Bundesbürger aufklären.　(Dicke Deutsche)
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助言：この場合もまず定動詞と定動詞要素，そして主語がどれであるかを把握
する。また表題については（s）が二つの Deutschland isst zu fett と，一つの





Deutschland is(s)t zu fett
① Die Bundesregierung will dem Übergewicht der Bürger stärker zu Leibe 
rücken ／ ② und (die Bundesregierung will) Deutschland wieder in Form 
bringen. ／ ③ Ein bundesweiter Aktionsplan für gesunde Ernährung und 
mehr Bewegung mit dem Titel „in Form“ soll in Schulen, Kindergärten, Kan-
tinen, Sportvereinen und Seniorenheimen die Bundesbürger aufklären.
　この場合もまた切れ目は②の und の前である。②の定動詞は will という話
法の助動詞である。これと結びつく定動詞要素は zu Leibe rücken と in Form 
bringen であり，次のような二文が und によって一文によってまとめられてい
る。
Die Bundesregierung will dem Übergewicht der Bürger stärker zu Leibe 
rücken. Und (die Bundesregierung will) Deutschland wieder in Form bringen.
　表題は〈ドイツは太りすぎである（ist）〉と〈ドイツは脂こいものの食べ




をぐいと圧迫する〉という意味をかけている。同様に②の in Form bringenも，
慣用句としての〈好調にする〉と，文字通りの意味としての〈まともな体型に
する〉をかけており，いずれもことば遊びである。
　③の文の骨格は，〈Ein bundesweiter Aktionsplan soll die Bundesbürger 
aufklären（連邦全土での行動計画が連邦市民たちを啓蒙すべく定められてい
る）〉であり，単純である。しかしこの文が分かりにくい理由の一つは，主語
の〈Ein bundesweiter Aktionsplan（連邦全土での行動計画は）〉に〈für 
gesunde Ernährung und mehr Bewegung（健康な食生活と，より多く体を動




　またもう一つの理由は，〈aufklären（啓蒙する）〉の場所が in Schulen, Kin-



















48） Heute bekommen jeweils zehn Frauen in Deutschland durchschnittlich 
13 Kinder, 1960 waren es 24. In den wenigsten Industrieländern ging die Zahl 
der Kinder aber auf ein vergleichbar niedriges Niveau zurück oder sank so 
schnell: Insofern sind die aufgeführten Länder ein Sonderfall. In Frankreich 
werden heute 1,9 Kinder je Frau geboren, in Schweden 1,7 und in den USA 









① Heute bekommen jeweils zehn Frauen in Deutschland durchschnittlich 13 
Kinder, ／ ② 1960 waren es 24. ／ ③ In den wenigsten Industrieländern ging 
die Zahl der Kinder aber auf ein vergleichbar niedriges Niveau zurück ／ ④ 
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oder (die Zahl der Kinder) sank so schnell: ／ ⑤ Insofern sind die aufgefüh-
rten Länder ein Sonderfall. ／ ⑥ In Frankreich werden heute 1,9 KIinder je 
Frau geboren, ／ ⑦ in Schweden (werden) 1,7 (Kinder je Frau geboren) ／ 
⑧ und in den USA entspricht die Zwei-Kind-Familie genau dem Durch-
schnitt.
　目に見えない切れ目の一つは，④の oder の前である。なぜならば，③の最
後の zurück は，定動詞 ging の前つづりであり，そこが実質的な文末だからで
ある。もう一つは，⑧のundの前である。その前の⑦は著しく省略されており，
本来の形は〈in Schweden werden 1,7 Kinder je Frau geboren（スウェーデン
では女性一人当たり1.7人の子供が生まれている）〉である。この定動詞


















49） Für die Ausstellung „Wir waren so frei … Momentaufnahmen 1989/1990“, 
die vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film und Fernsehen 
Berlin zu sehen sein wird, haben Sie Beiträge von Auslandskorrespondenten 
gesammelt und Interviews mit Ihren Kollegen geführt.　(„Der Mauerfall ist 






①Für die Ausstellung „Wir waren so frei … Momentaufnahmen 1989/1990“, ／ 
② die vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film und Fernsehen 
Berlin zu sehen sein wird, ／ ③ haben Sie Beiträge von Auslandskorrespon-
denten gesammelt ／ ④ und (Sie haben) Interviews mit Ihren Kollegen 
geführt.
　コンマ以外では，④の und の前で区切ることができる。その前の gesam-
melt は，③の haben の定動詞要素として，現在完了形を形成している。そし





とも紛らわしさを増している。引用符（„ “）に注目し，これが die Ausstel-
lung の具体的名称を示しており，話の本筋とは関係ないことに気付く必要が
ある。主文の骨格は〈Für die Ausstellung haben Sie Beiträge gesammelt und 
Interviews geführt.（展覧会のために，あなたは記事を集め，そしてインタ
ビューを行った〉である。
　なお文の区切りの問題からは逸脱するが，②の末尾の〈zu sehen sein 
wird〉という表現は，〈sein＋zu 不定詞構文〉の〈未来形〉である。この文は
関係代名詞 die に導かれる関係文なので定動詞の wird が後置され，このよう
な語順になっている。関係代名詞 die の先行詞である Die Ausstellung を主語
として，この関係文を主文として独立させれば，次のようになる。
Die Ausstellung wird vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film 





Die Ausstellung ist vom 1. Mai bis 9. November 2009 im Museum für Film 
und Fernsehen Berlin zu sehen.








































































〈ich〉である。そして meinem と Freund，ein と Buch が結合してそれぞれ二
語で文成分を形成し，〈誰に〉と〈何を〉に対応していることは容易に推測さ
れよう。ここまでくれば，meinem Freund が男性名詞の３格，ein Buch が中
性名詞の４格ということは分からずとも，前者が〈誰に〉，後者が〈何を〉を
表していることは，〈常識〉から明らかであろう。










52） 5.000 Euro Studiengebühren pro Semester müssen Studenten zahlen, die 
an der WHU studieren. Doch dafür wird ihnen auch einiges geboten: mehrere 
Auslandsaufenthalte, ein praxisnahes Studium und natürlich eine campus-
weite Wireless-LAN-Verbindung. Doch nur die Besten der Besten werden an 
der Elitehochschule angenommen.　(Hochschule will die Besten. S. 1)












分けが可能な場合もある。一例として，冒頭の5.000 Euro Studiengebühren と
pro Semester は，二つの文成分とも考えられる一方，5.000 Euro Studienge-







① 5.000 Euro Studiengebühren / pro Semester / müssen / Studenten / 
zahlen, / ② die / an der WHU / studieren. / ③ Doch / dafür / wird / ihnen 
/ auch / einiges / geboten: ④ mehrere Auslandsaufenthalte, / ein praxisna-
hes Studium / und / natürlich / eine campusweite Wireless-LAN-Verbindung. 
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53） Die Weltbevölkerung wird nach Schätzungen der UN von jetzt 6,4 Mil-


























そしてこれに付加されている２格の der UN と共に一つの文成分を形成してい
ると判断することができる。
Die Weltbevölkerung / wird / nach Schätzungen der UN / von jetzt / 6,4 Mil-
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学習を必要とした（竹内，p.p. 106 -107 下線筆者）。
　このことは相互の意思疎通（コミュニケーション）を目標とする言語の教育
や勉学にとって致命的である。
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